
－ 20 －

                                        
山
の
動
く
日
き
た
る
、 

か
く
云
へ
ど
、
人
こ
れ
を
信
ぜ
じ 

                          

（
詩
碑
）

掲
載
歌
集
　『
夏
よ
り
秋
へ
』
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
１
月

初
　
　
出
　「
青
鞜
」 

創
刊
号
　
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年 

９
月

　
　
　
　
　「
そ
ぞ
ろ
ご
と
」
の
題
で
発
表 

（
晶
子
33
歳
） 

 

　
晶
子
が
長
い
間
待
ち
望
ん
で
い
た
多
く
の
女
性
た

ち
の
目
覚
め
を
火
山
に
た
と
え
て
い
る
。
今
ま
で
眠
っ

て
い
た
女
性
た
ち
が
今
よ
う
や
く
動
き
だ
し
ま
し
た
。 

き
っ
と
女
性
た
ち
は
自
立
し
動
き
始
め
る
で
し
ょ
う
。

  

詩
　
　
意 
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日 

山
の
動
く
日
き
た
る
、 

か
く
云
へ
ど
、 

人
こ
れ
を
信
ぜ
じ
。 

山
は
し
ば
ら
く
眠
り
し
の
み
、 

そ
の
昔
、 

彼
等
み
な
火
に
燃
え
て
動
き
し
を
。 

さ
れ
ど
、 

そ
は
信
ぜ
ず
と
も
よ
し
、 

人
よ
、 

あ
あ
、 

唯
だ
こ
れ
を
信
ぜ
よ
、 

す
べ
て
眠
り
し
女
、 

今
ぞ
目
覚
め
て
動
く
な
る
。 



－ 21 －

　
昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
５
月
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
閣

僚
18
人
中
、
８
人
が
女
性
で
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た

時
、「
晶
子
の
夢
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
実
っ
た
」
と
感
動

し
た
富
村
俊
造
氏
が
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
に
働
き
か
け
ノ

ル
ウ
ェ
ー
語
と
日
本
語
で
「
山
の
動
く
日
」
の
詩
を
刻

ん
だ
記
念
碑
を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
。
碑
の
裏
面
に
は
、

八
人
の
女
性
閣
僚
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
除
幕
式
に

は
駐
日
ノ
ル
ウ
ェ
ー
大
使
も
出
席
し
、「
山
の
動
く
日
」

が
合
唱
さ
れ
た
。〈
ノ
ル
ウ
ェ
ー
語
訳
は
59
頁
参
照
〉

　
こ
の
詩
は
明
治
44
年
、
女
性
解
放
を
め
ざ
し
た
雑
誌

「
青
鞜
」
の
創
刊
号
に
晶
子
が
寄
せ
た
「
そ
ぞ
ろ
ご
と
」

の
一
部
で
あ
る
。

　
山
の
動
く
日
の
会
の
代
表
富
村
俊
造
氏
が
、

１
９
８
６
年
８
月
、
こ
の
碑
の
拓
本
を
も
っ
て
ノ
ル

ウ
ェ
ー
を
訪
ね
る
「
平
和
と
女
性
解
放
の
旅
」
が
実
施

さ
れ
た
。

　
１
９
９
２
年
７
月
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
の
男
女
平
等

審
議
会
20
周
年
記
念
と
晶
子
没
後
50
年
記
念
と
し
て
、

こ
の
碑
の
レ
プ
リ
カ
を
贈
る
「
ノ
ル
ウ
ェ
ー
紀
行
」
が

実
施
さ
れ
た
。

　
１
９
９
４
年
７
月
、
京
都
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
（
ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
）
開
館
を
記
念
し
て
「
山
の

動
く
日
」
の
詩
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

・所 在 地	 香ヶ丘リベルテ高等学校正門前 （堺区浅香山町１丁２－ 20） 

	 ＪＲ阪和線浅香駅を西へ徒歩５分　

	 南海高野線浅香山駅を東へ徒歩 12 分

・建　　立	 昭和 62 年４月７日　晶子をうたう会

・デザイン	 富村俊造

・連 絡 先	 堺女子短期大学　072-227-8814


